
I

一
、
緒
言

従
来
本
宗
の
行
法
と
し
て
は
、
受
持
一
行
、
唱
題
行
、
菩
薩
行
、

仏
子
行
、
仏
行
、
如
来
行
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
題

目
を
信
受
念
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
此
の
行
に
よ
っ
て
本
仏
の
因
行

果
徳
の
功
徳
楽
が
自
然
譲
与
せ
ら
れ
、
即
身
成
仏
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
る
に
現
在
の
宗
義
で
は
、
こ
の
即
身
成
仏
の
問
題
も
、
其
の

実
証
と
い
ふ
面
に
お
い
て
、
未
だ
明
瞭
で
な
い
。
故
に
こ
の
盲
点
に

乗
じ
ら
れ
て
種
々
の
新
義
が
唱
導
さ
れ
、
未
来
成
仏
、
往
生
成
仏
、

或
は
現
世
利
益
の
成
仏
等
が
盛
行
し
て
ゐ
る
現
状
で
あ
る
。
私
は
拙

寺
に
於
て
開
講
中
の
橋
本
日
賢
上
人
に
よ
る
法
華
経
大
講
話
を
聴
識

し
な
が
ら
、
実
践
宗
学
と
し
て
研
鐵
し
布
教
し
体
験
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
宗
の
成
仏
義
は
こ
の
よ
う
に
実
証
す
べ
き
で
あ
る
と
考
察

し
た
の
で
、
浅
学
を
も
顧
み
ず
、
発
表
さ
せ
て
い
た
萱
く
次
第
で
あ

寺
（
》
◎ 即

身
成
仏
実
証
ご
し
て
の
如
来
行

有
光
友
逸

二
、
本
宗
の
即
身
成
仏
に
つ
い
て

成
仏
へ
の
道
は
、
開
目
妙
、
本
尊
妙
に
よ
れ
ば
、
一
念
三
千
で
あ

り
（
六
○
四
）
、
こ
れ
は
仏
種
に
あ
り
（
五
九
○
）
、
妙
法
五
字
で

あ
り
（
七
二
○
）
、
本
仏
釈
尊
の
因
果
の
功
徳
来
た
る
仏
智
の
題
目

で
あ
る
（
七
一
こ
こ
れ
を
受
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
即
疾
頓
成
す

る
（
七
二
’
二
）
又
、
始
間
仏
乗
義
（
一
四
五
三
）
妙
法
尼
（
一

五
三
七
）
、
太
田
女
（
一
七
五
四
’
五
）
等
に
よ
れ
ば
「
煩
悩
・
業

。
苦
の
三
道
を
、
受
持
に
よ
っ
て
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
と

変
じ
、
三
身
成
就
す
る
と
こ
ろ
の
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
渥
梁
の
即

身
成
仏
な
り
」
（
取
意
）
と
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
。
行
法
は
受
持
で
あ
る
。

受
持
の
行
法
は
、
身
口
意
三
業
に
開
い
て
三
大
秘
法
の
行
法
組
織

と
な
る
。
又
こ
の
三
大
秘
法
は
、
本
門
三
学
と
し
て
は
仏
教
の
根
本

行
法
た
る
戒
定
慧
三
学
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。

本
門
本
尊
（
定
）
に
帰
命
し
、
本
門
題
目
（
巷
）
を
唱
へ
る
こ
と

は
、
信
受
念
持
の
本
門
妙
戒
で
あ
る
。
此
の
信
唱
の
行
に
よ
っ
て
、

本
仏
の
因
果
の
功
徳
衆
が
自
然
譲
与
せ
ら
れ
、
我
等
凡
夫
の
本
体

は
、
艇
始
の
古
仏
と
な
り
、
本
有
無
作
三
身
の
果
徳
を
成
就
し
て
ゐ

る
が
、
其
の
外
相
た
る
我
等
の
血
肉
骨
髄
は
、
三
仏
の
跡
を
紹
継
し

た
も
の
で
あ
り
、
功
徳
を
受
得
し
て
ゐ
る
幼
稚
の
仏
で
あ
る
（
七
一

二
）
。
即
ち
父
母
所
生
の
肉
身
を
離
れ
ず
し
て
、
本
仏
功
徳
聚
の
一

分
を
成
就
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
時
間
は
本
時
で
あ
り
、
現
世
で
あ

る
。
こ
の
信
念
に
立
て
ば
臨
終
も
正
念
で
あ
り
、
霊
山
往
詣
も
確
信

付
け
ら
れ
る
、
此
土
も
其
儘
常
寂
光
土
で
あ
る
。
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意
業
の
信
心
と
、
ロ
業
の
唱
題
と
は
、
別
の
も
の
で
は
な
く
、
信

心
の
発
露
が
直
ち
に
唱
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
尊
に
向
ひ
奉

っ
た
と
き
其
の
ま
壁
が
成
仏
で
あ
る
。
信
心
は
衆
生
が
本
有
の
仏
身

の
体
で
あ
る
こ
と
を
覚
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
果
向
因
本
覚
門
で
あ

り
、
唱
題
は
修
行
を
為
し
て
成
仏
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
因
至
果

始
覚
門
で
あ
り
、
信
即
唱
の
信
念
受
持
は
、
再
往
従
果
向
因
始
即
本

の
行
法
で
あ
っ
て
、
成
仏
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
自
覚
が
確
立
し
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
内
証
の
成
仏
で
あ
っ
て
、
更
に
現
実
の
肉
身

の
上
に
成
仏
の
用
を
起
し
、
本
仏
の
体
の
全
分
を
成
就
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
か
ら
、
こ
島
に
身
業
と
し
て
の
本
門
戒
坦
の
実
践
が
あ
る
。

宗
祖
は
、
三
秘
中
の
定
慧
二
法
は
遺
文
中
に
説
明
が
多
分
に
な
さ

れ
て
あ
る
が
、
戒
法
に
つ
い
て
は
御
説
明
が
少
い
。
こ
れ
は
宗
祖
が

御
自
ら
法
華
経
色
読
の
実
践
行
動
に
よ
っ
て
其
の
規
範
を
示
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
我
等
が
宗
祖
の
芳
濁
を
紹
継
す
る
こ
と
が
本
門

戒
坦
の
身
業
で
あ
る
。
三
業
受
持
は
此
等
の
行
法
が
相
即
円
融
調
和

し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
即
身
成
仏
へ
の
行
法
た
る
受
持
は

始
覚
の
従
因
至
果
の
行
法
た
る
六
度
の
菩
薩
行
で
は
無
く
し
て
、
始

党
即
本
覚
の
本
覚
た
る
如
来
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
如
来

行
に
よ
っ
て
、
木
仏
の
体
に
即
し
た
用
を
起
し
、
内
証
外
用
共
即
身

成
仏
の
妙
果
を
成
じ
、
現
身
の
上
に
其
の
実
証
が
得
ら
れ
る
も
の
と

信
ず
る
。
山
川
博
士
が
「
本
有
本
来
の
仏
身
を
現
実
の
即
身
に
お
い

て
分
々
に
成
就
す
る
が
故
に
、
即
身
成
仏
と
い
ふ
云
々
」
（
崎
。
八

三
号
七
五
Ｐ
）
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
本
宗
教
学
上
に
於
け
る

即
身
成
仏
義
の
定
論
で
あ
ら
う
。

三
、
即
身
成
仏
実
証
す
る
如
来
行
の
順
次

（
１
）
即
身
成
仏
の
自
覚

本
門
本
尊
に
帰
命
し
本
門
題
目
を
信
唱
す
る
時
、
行
者
は
「
我
れ

如
来
な
り
」
と
の
自
覚
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
行
者
の
位
は

名
字
即
仏
、
幼
稚
の
如
来
、
識
裾
の
天
子
、
一
念
信
解
初
随
喜
品
（
四

信
五
品
妙
、
本
尊
紗
等
）
で
あ
り
、
其
の
外
相
は
「
以
二
仏
荘
厳
一
而

自
荘
厳
」
「
与
二
如
来
一
共
宿
」
「
頭
に
は
大
党
世
尊
か
は
ら
せ
給
ぬ

二
一
○
○
）
」
の
色
読
た
る
凡
夫
で
あ
り
、
「
当
知
是
人
則
如
来

使
」
た
る
仏
使
と
し
て
の
使
命
を
悟
っ
た
者
で
あ
る
。
然
し
其
の
体

は
既
に
本
有
無
作
三
身
の
本
仏
の
体
と
一
如
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

ら
「
十
方
三
世
、
二
仏
三
仏
、
本
仏
迩
仏
」
の
通
号
た
る
如
来
と
称
し
て

差
支
無
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
如
来
な
る
が
故
に
如
来
の
行
を
行

●
●
●
●
●

ふ
の
で
あ
る
。
僻
へ
ば
キ
ョ
ウ
ホ
ウ
の
中
に
あ
る
天
子
も
、
成
人
せ

ら
れ
た
天
子
も
、
始
中
終
帝
王
学
を
履
修
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

（
５
）
如
来
行
の
行
法
た
る
室
衣
座
の
三
軌

如
来
行
は
「
如
来
所
遣
行
如
来
事
」
「
若
有
能
持
則
持
仏
身
」
の

文
の
通
り
、
法
華
経
を
受
持
色
読
す
る
者
の
実
践
行
で
あ
る
。
室
衣
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座
の
軌
範
に
よ
り
仏
心
に
安
住
し
て
実
践
す
る
所
の
化
他
即
自
行
の

行
法
で
あ
り
、
万
善
万
行
具
足
し
て
ゐ
る
一
行
一
切
行
、
一
切
行
一

行
の
円
の
行
で
あ
り
、
凡
夫
の
身
で
以
て
仏
作
仏
行
を
為
す
の
で
あ

る
。

一
切
衆
生
中
の
大
慈
悲
心
、
柔
和
忍
辱
、
一
切
法
空
戦
の
三
心
が

円
融
調
和
し
て
ゐ
る
如
来
心
を
、
現
代
語
に
訳
し
て
親
切
心
と
為

し
、
法
界
の
有
情
非
情
に
対
し
て
行
ふ
の
で
あ
る
。
如
来
の
行
動
、

表
現
、
精
神
を
一
分
づ
ふ
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
家
庭
、
社
会
、

例
家
、
世
界
に
お
い
て
、
又
各
職
域
に
お
い
て
、
鍛
初
は
幼
稚
な
如

来
の
行
為
か
ら
初
め
て
、
一
行
一
行
と
如
来
の
功
徳
を
穂
み
累
ね
、

仏
身
を
成
就
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

（
８
）
如
来
行
は
不
軽
菩
薩
品
の
行
意
に
因
る

不
軽
品
の
行
法
は
、
室
衣
座
の
三
軌
の
本
門
に
お
け
る
実
践
実
例

で
あ
る
。
し
か
も
天
台
妙
楽
が
指
摘
し
、
宗
祖
が
紹
継
し
て
色
読
し

て
居
ら
れ
た
而
強
毒
之
の
折
伏
行
で
あ
っ
て
、
無
縁
の
慈
悲
に
よ
る

如
来
行
に
外
な
ら
ぬ
。
教
弥
実
位
弥
下
の
本
化
地
涌
の
菩
薩
乃
至
そ

の
流
類
が
実
践
す
べ
き
行
法
で
あ
る
。
こ
の
行
意
は
「
我
深
敬
汝
等

不
敢
軽
慢
」
の
文
が
示
す
通
り
、
一
切
衆
生
の
仏
性
を
尊
敬
し
、
一

切
衆
生
の
三
因
仏
性
を
撃
発
し
、
自
他
共
に
成
仏
を
期
す
る
と
共

に
、
一
切
衆
生
に
対
す
る
騎
慢
心
を
押
へ
る
の
で
あ
る
。
「
実
る

藤
、
頭
の
下
る
、
稲
穂
か
な
」
の
心
機
え
で
、
す
べ
て
の
行
為
を
、

「
仏
心
で
親
切
に
さ
せ
て
い
た
ぎ
く
」
の
で
あ
る
。
又
、
此
の
行
意

で
も
っ
て
、
如
来
行
が
高
慢
に
な
り
易
い
の
を
避
け
る
の
で
あ
る
。

我
深
敬
汝
等
の
二
十
四
字
は
本
因
行
で
あ
っ
て
、
妙
法
五
字
の
受

持
と
同
体
の
行
法
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
不
軽
品
の
行
法
を
分
々
に
実

践
し
て
行
け
ば
、
分
々
に
仏
身
を
成
就
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る

（
顕
仏
未
来
記
七
四
○
、
松
野
一
二
六
六
）

（
４
）
主
師
親
三
徳
の
実
践

我
れ
成
仏
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
自
覚
が
あ
れ
ば
、
主
師
親
三
徳
を
顕

現
し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
世
間
法
に
お
い
て
主
師
親
三
徳
の
地
位
に

立
つ
場
合
に
、
室
衣
座
の
三
軌
を
、
不
軽
品
の
行
意
に
よ
っ
て
実
践

す
る
。
下
位
の
従
、
弟
、
子
に
望
む
の
に
、
万
事
を
親
切
心
に
よ
っ

て
指
導
啓
発
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
大
慈
悲
心
に
は
、
厳
と
愛
と
の

両
義
を
具
し
て
ゐ
ゐ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
こ
の

項
に
つ
い
て
は
、
同
志
水
谷
竜
人
師
が
昨
年
第
八
回
大
会
に
て
発
表

せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
詳
細
は
崎
報
一
○
五
号
、
三
三
九
頁
往
見
し

て
下
さ
い
。
）

（
５
）
煩
悩
・
業
》
苦
の
三
道
を
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳

と
変
ず

前
記
所
引
、
始
間
仏
乗
義
等
に
依
れ
ば
、
三
道
を
三
徳
と
変
ず
る

が
即
身
成
仏
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
煩
悩
・
業
・
苦
を
小
乗
教

の
如
く
消
滅
せ
し
め
る
の
で
な
く
て
、
就
類
種
の
開
会
を
行
ひ
、
法
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身
・
般
落
．
解
脱
の
三
徳
と
変
ず
る
の
で
あ
る
。
「
我
れ
如
来
な
り
」

と
の
自
覚
を
以
て
、
、
如
来
行
の
三
軌
、
不
軽
、
三
徳
（
主
師
親
）
の

行
法
を
以
て
、
法
界
の
有
情
非
情
に
対
し
て
親
切
に
取
扱
へ
ぱ
、
縁

因
仏
性
を
開
発
し
て
解
脱
の
果
性
を
成
じ
、
了
因
仏
性
を
開
発
し
て

般
皆
の
果
々
性
を
成
じ
、
正
因
仏
性
を
開
発
し
て
法
身
の
大
果
を
成

ず
る
。
こ
れ
次
で
の
如
く
、
応
身
・
報
身
・
法
身
を
成
じ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
又
、
煩
悩
は
仏
智
に
照
さ
れ
て
菩
提
の
種
と
な
り
、
正
し

い
悟
り
に
入
り
報
身
如
来
を
成
ず
る
。
生
死
の
業
の
縛
は
解
脱
し
、

浬
築
と
な
り
応
身
如
来
を
成
ず
る
。
苦
果
の
身
土
は
開
い
て
常
寂
光

の
楽
土
と
な
り
、
法
身
如
来
を
成
ず
る
。
自
他
共
に
仏
道
を
成
ず
る

の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
如
来
行
を
分
々
に
実
践
し
て
行
っ
た
な
ら
ば
、
三

道
は
三
徳
と
変
転
し
て
実
生
活
は
自
受
法
楽
の
妙
果
を
顕
は
し
、
遂

に
は
、
現
身
に
本
有
無
作
三
身
を
成
就
す
る
こ
と
が
州
来
る
の
で
あ

る
。

（
６
）
色
心
相
好
に
つ
い
て

以
上
説
明
せ
る
如
く
、
「
此
経
難
持
」
で
は
あ
る
が
、
如
来
行
た

る
「
則
持
仏
身
」
を
「
若
暫
持
者
」
す
れ
ば
、
本
仏
に
歓
聯
せ
ら
れ

護
念
せ
ら
れ
、
勇
猛
精
進
の
持
戒
の
者
は
淡
く
、
仏
道
を
成
ず
る
。

又
、
「
深
達
罪
福
相
、
術
照
於
十
方
、
微
妙
浄
法
身
、
具
相
三
十

二
以
八
十
種
好
、
用
荘
厳
法
身
乃
至
我
閾
大
乗
教
、
度
脱
苦
衆
生
」

か
く
の
如
く
、
即
身
成
仏
の
実
証
は
、
如
来
行
の
行
法
に
よ
っ
て

出
来
得
る
の
で
あ
る
。
信
即
唱
の
当
所
に
成
仏
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
自

覚
と
自
信
と
を
以
て
、
本
仏
の
精
神
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
ば
、

如
来
行
の
行
法
に
よ
り
、
身
行
と
し
て
実
践
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
本
仏
の
体
に
即
し
た
用
を
起
し
、
現
実
の
即
身
に
お
い

て
、
本
有
本
来
の
仏
身
を
分
々
に
成
就
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
但
し
云
ふ
ま
で
も
無
く
、
本
門
三
宝
に
対
す
る
一
心
欲
見

仏
不
自
惜
身
命
の
大
信
念
に
立
つ
実
践
こ
そ
が
肝
要
で
あ
っ
て
、
実

践
を
経
て
初
め
て
即
身
成
仏
の
妙
味
が
体
得
さ
れ
て
来
る
も
の
で
あ

る
。

我
等
本
化
地
涌
の
菩
薩
の
流
類
は
、
如
来
行
の
実
践
に
よ
り
て
宗

祖
の
芳
蹴
を
細
継
し
、
色
読
し
、
以
て
即
身
成
仏
の
大
果
を
現
じ
、

遂
に
は
立
正
安
国
四
海
帰
妙
の
実
現
を
期
し
、
世
界
人
類
を
破
域
の

苦
坑
よ
り
救
出
す
べ
き
使
命
を
も
っ
て
ゐ
る
者
な
り
と
確
信
し
、
誓

願
し
実
行
し
つ
§
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

の
経
文
の
色
読
が
実
証
さ
れ
、
本
仏
の
色
心
相
好
の
一
分
づ
＆
成
就

し
て
、
人
相
が
仏
相
に
近
付
き
、
遂
に
は
円
教
的
八
相
成
道
を
遂
げ

る
に
至
る
と
信
ず
る
。

四
、

結

五
口

二
二
糊
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